
 

 

１．科目名（単位

数） 
ソーシャルワークⅠ （4 単位） 

３．科目番号 

SSMP2155 

SNMP2355 

SCMP2355 

SPMP2155 

PSMP2455 

２．授業担当教員 上田 征三 

４．授業形態 講義、グループディスカッション・作業及び発表 ５．開講学期 春期 

６．履修条件・ 

他科目との関係 
2年生以上 

７．講義概要 

社会福祉士の役割と意義、相談援助の概念と範囲、歴史、理念、権利擁護の実際、相談援助に係る専門職
の概念と範囲及び倫理、ソーシャルワークにおける総合的かつ包括的な援助と多職種連携の意義について学
ぶとともに、実践現場で活用するためのソーシャルワークの方法・技術を身に付ける。 

８．学習目標 

学生には下記の目標を達成することが期待される。 
・社会福祉士の役割（総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発含む）と意義について理解 

し説明できる。 
・相談援助の概念と範囲について理解し、説明できる。 
・相談援助の理念について理解し、説明できる。 

・相談援助における権利擁護の意義と範囲について理解し、説明できる。 
・相談援助に係る専門職の概念と範囲及び専門職倫理について理解し、説明できる。 
・総合的かつ包括的な援助と多職種連携の意義の内容について理解し、説明できる。 

９．アサイメント 

（宿題）及びレポ

ート課題 

１．授業内容に沿った小テストを数回実施（到達度評価）する。 

２．到達度に至るまで小テストを実施し、未達成者にはレポート（手書き）を課す。 

３．小テストや配付プリントが閉じられるようなノート兼用のバインダーを必ず準備する。 

４．予習時、授業時、復習時でアンダーラインを引き書き込みをするペンの色を使い分ける事を勧める。 

10．教科書・参考

書・教材 

【教科書】 

社会福祉士養成講座編集委員会『新・社会福祉士養成講座６ 相談援助の基盤と専門職』第 3 版 中央法規
出版,2015 年 
【参考書】 

東京福祉大学編『新・社会福祉要説』ミネルヴァ書房。 
東京福祉大学編『保育児童福祉要説』中央法規。 
東京福祉大学編『教職科目要説（初等教育編）』ミネルヴァ書房。 

東京福祉大学編『教職科目要説（中等教育編）』ミネルヴァ書房。 

11．成績評価の規準

と評定の方法 

○成績評価の規準 

1.受講態度・参加姿勢 40％（全授業の 3/4 以上の出席が必要）遅刻（10 分程度迄）は 3回で 1回休みと 

なる。 

2.筆記試験とレポート試験を行う。60％ 

○評定の方法 

1.社会福祉士の役割（総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発含む）と意義について理 

解し、説明できる。 

2.相談援助の概念と範囲について理解し、説明できる。 

3.相談援助の理念について理解し、説明できる。 

4.相談援助における権利擁護の意義と範囲について理解し、説明できる。 

5.相談援助に係る専門職の概念と範囲及び専門職倫理について理解し、説明できる。 

6.総合的かつ包括的な援助と多職種連携の意義の内容について理解し、説明できる。 

12．受講生への 

メッセージ 

１．授業中に携帯、私語、居眠り、飲食などをしないこと。  

２．教室を散らかしたり机を汚したりしないこと。 

３．マナーを守り、大学生としての学習体制を確立すること。 

13．オフィスアワー 授業以外の時間（予約をお願いすることもある） 

14．授業展開及び授業内容 

講義日程 授業内容 学習課題 

第１回 

オリエンテーション 

（シラバス、講義概要、試験・レポートについての説明、

グループ分け等） 

事前学習 
シラバスを持参する。事前に講義概要、シラ

バスについて目を通しておく。 

事後学習 
ソーシャルワークⅠのねらいについて講義

用ノートにまとめる。 

第２回 
グループにて割り振られた部分についての話し合い・発

表準備 

事前学習 
発表日や打ち合わせ日についてのスケジュ

ールを調整しておく。 

事後学習 

講義、試験日、レポート提出日等について各

自のスケジュール帳につける。発表レジメを

教員に提出する日を確認する。 

第３回 

「社会福祉士・精神保健福祉士の役割と意義」① 

(ソーシャルワーカーの仕事、法律、社会福祉士の専門性、

精神保健福祉士の専門性) 

事前学習 

社会福祉士、精神保健福祉士とは何か、その

実践内容について調べておくこと。教科書

pp.2～7 を読んでくること。 

事後学習 
社会福祉士、精神保健福祉士の法的位置づけ

についてノートにまとめる。 

第４回 

「社会福祉士・精神保健福祉士の役割と意義」② 

(現代社会とは、地域での生活、地域や家庭内で起きてい

ること) 

事前学習 

最近の地域社会の問題について考え、その内

容についてノートに書き留めておくこと。教

科書 pp.8～22 を読んでくること。 

 



 

 

事後学習 講義の要旨をノートにまとめる。 

第５回 

「相談援助の定義と構成要素」① 

(国際ソーシャルワーカー連盟の定義とその他の主だっ

た定義) 

事前学習 

発表を担当するグループについてはレジメ

を準備し、事前に教員に提出する。他の学生

については教科書pp.24～34を読んでくるこ

と。 

事後学習 
行なわれた確認テストにおいて学習が不十

分な部分について調べノートにまとめる。 

第６回 

「相談援助の定義と構成要素」② 

(国際ソーシャルワーカー連盟の定義とその他の主だっ

た定義) 

事前学習 

発表を担当するグループについてはレジメ

を準備し事前に教員に提出する。他の学生に

ついては教科書 pp.34～36 を読んでくるこ

と。 

事後学習 
行なわれた確認テストにおいて学習が不十

分な部分について調べ、ノートにまとめる。 

第７回 
「相談援助の定義と構成要素」③ 

(クライエントシステムとニーズ) 

事前学習 
IFSW の定義を復習しておく。教科書 pp.37～

41 を読んでくること。 

事後学習 
行なわれた確認テストにおいて学習が不十

分な部分について調べ、ノートにまとめる。 

第８回 
「相談援助の定義と構成要素」④ 

(ソーシャルワーカーの知識・性質・スキル、社会資源) 

事前学習 

発表を担当するグループについてはレジメ

を準備し、事前に教員に提出する。他の学生

については教科書pp.41～49を読んでくるこ

と。 

事後学習 
相談援助の定義と構成要素についての小レ

ポートを作成する。 

第９回 
「相談援助の形成過程」① 

(ソーシャルワークの源流、基礎確立期～1930 年代) 

事前学習 

発表を担当するグループについてはレジメ

を準備し、事前に教員に提出する。他の学生

については教科書pp.52～67を読んでくるこ

と。 

事後学習 
COS, セツルメント、YMCA の実践についてノ

ートにまとめる。 

第１０回 
「相談援助の形成過程」② 

(ソーシャルワークの発展期、1940 年代～1950 年代半ば) 

事前学習 

ソーシャルワークの前史について復習して

おくこと。教科書 pp.70～77 を読んでくるこ

と。 

事後学習 
リッチモンドのケースワーク、社会診断の考

え方について復習し、ノートにまとめる。 

第１１回 

「相談援助の形成過程」③ 

(ソーシャルワークの展開期、 

1950 年代半ば～1960 年代以降) 

事前学習 

発表を担当するグループについてはレジメ

を準備し、事前に教員に提出する。他の学生

については教科書pp.78～85を読んでくるこ

と。 

事後学習 
行なわれた確認テストにおいて学習が不十

分な部分について調べ、ノートにまとめる。 

第１２回 

「相談援助の形成過程」④ 

(ソーシャルワークの統合化と 

ジェネラリスト・ソーシャルワーク) 

事前学習 

発表を担当するグループについてはレジメ

を準備し、事前に教員に提出する。他の学生

については教科書pp.86～91を読んでくるこ

と。 

事後学習 
ジェネラリストソーシャルワークとは何か

についてノートにまとめる。 

第１３回 

「相談援助の理念」① 

(ソーシャルワーカーと価値、 

ソーシャルワーク実践と価値) 

事前学習 

発表を担当するグループについてはレジメ

を準備し、事前に教員に提出する。他の学生

については教科書 pp.94～106 を読んでくる

こと。 

事後学習 
ソーシャルワーカー専門職として身につけ

る価値についてまとめる。 

第１４回 
「相談援助の理念」③ 

(権利擁護) 

事前学習 教科書 pp.107～120 を読んでくること。 

事後学習 
行なわれた確認テストにおいて学習が不十

分な部分について調べ、ノートにまとめる。 

第１５回 

「相談援助の理念」③ 

(自己決定、自立支援、社会的包摂、ノーマラィゼーショ

ン)  

事前学習 

発表を担当するグループについてはレジメ

を準備し、事前に教員に提出する。他の学生

については教科書pp.122～128を読んでくる

こと。 

事後学習 
ノーマラィゼーション、ソーシャルインクル

ージョンについてノートにまとめる。 

第１６回 

「相談援助の理念」④ 

(自己決定、自立支援、社会的包摂、ノーマラィゼーショ

ン)  

 

事前学習 

発表を担当するグループについてはレジメ

を準備し、事前に教員に提出する。他の学生

については教科書pp.129～135を読んでくる

こと。 

事後学習 提示される日本社会福祉士会の倫理綱領・行



 

 

動規範に関する事例の課題を行う。 

第１７回 

 「専門職倫理と倫理的ジレンマ」① 

(専門職倫理の概念、日本社会福祉士会倫理綱領及び 

行動規範) 

 

事前学習 教科書 pp.138～149 を読んでくること。 

事後学習 

行なわれた確認テストにおいて学習が不十
分な部分について調べ、ノートにまとめる。 

第１８回 

「専門職倫理と倫理的ジレンマ」② 

ソーシャルワーク実践における倫理的ジレンマ、 

倫理的ジレンマにおける倫理的判断過程) (総合的かつ

包括的な相談援助の動向とその背景) 

事前学習 

発表を担当するグループについてはレジメ

を準備し、事前に教員に提出する。他の学生

については教科書pp.150～158を読んでくる

こと。 

事後学習 

社会福祉基礎構造改革がもたらした新たな
援助状況と求められる専門的援助について
ノートにまとめる。 

第１９回 
「総合的かつ包括的な相談援助の全体像」① 

 (地域を基盤にしたソーシャルワークの基本的視座) 

事前学習 

社会福祉入門や社会福祉原論で学んだ地域

福祉の部分をよく復習しておくこと。教科書

pp.160～168 を読んでくること。 

事後学習 
行なわれた確認テストにおいて学習が不十
分な部分について調べ、ノートにまとめる。 

第２０回 

「総合的かつ包括的な相談援助の全体像」② 

 (地域を基盤にしたソーシャルワークの八つの機能と

事例) 

事前学習 

発表を担当するグループについてはレジメ

を準備し、事前に教員に提出する。他の学生

については教科書pp.169～174を読んでくる

こと。 

事後学習 
提供された事例におけるソーシャルワーク

実践のポイントをノートにまとめる。 

第２１回 

「総合的かつ包括的な相談援助を支える理論」① 

(ケースワーク、グループワーク、コミュニティワーク、 

3 方法の融合とジェネラリストソーシャルワーク) 

事前学習 

発表を担当するグループについてはレジメ

を準備し、事前に教員に提出する。他の学生

については教科書pp.176～177を読んでくる

こと。 

事後学習 

ケースワーク、グループワーク、コミュニテ
ィワークとジェネラリストソーシャルワー
クとの関係性についてノートにまとめる。 

第２２回 
「総合的かつ包括的な相談援助を支える理論」② 

(システム思考とエコシステム) 

事前学習 

事前にシステム理論、エコロジカル理論につ

いて調べておくこと。教科書 pp.178～182 を

読んでくること。 

事後学習 
行なわれた確認テストにおいて学習が不十
分な部分について調べ、ノートにまとめる。 

第２３回 
「総合的かつ包括的な相談援助を支える理論」③ 

(ストレングス・パースペクティブ、マルチシステム) 

事前学習 

発表を担当するグループについてはレジメ

を準備し、事前に教員に提出する。他の学生

については教科書pp.183～187を読んでくる

こと。 

事後学習 
行なわれた確認テストにおいて学習が不十

分な部分について調べ、ノートにまとめる。 

第２４回 
「相談援助にかかる専門職の概念と範囲」① 

(相談援助専門職の概念) 

事前学習 

発表を担当するグループについてはレジメ

を準備し、事前に教員に提出する。他の学生

については教科書pp.190～198を読んでくる

こと。 

事後学習 
ソーシャルワークになぜ専門性が必要なの
かをノートにまとめる。 

第２５回 
「相談援助にかかる専門職の概念と範囲」② 

(相談援助専門職の範囲、諸外国の動向) 

事前学習 

自分の興味があるソーシャルワークの専門

職について調べておくこと。教科書 pp.199～

210 を読んでくること。 

事後学習 
行なわれた確認テストにおいて学習が不十
分な部分について調べ、ノートにまとめる。 

第２６回 

「総合的かつ包括的な相談援助における専門的機能」① 

 (予防機能 事例検討 地域包括支援センターにおけ

る実践) 

事前学習 

自分の興味があるソーシャルワークの専門

職について調べておくこと。教科書 pp.212～

228 を読んでくること。 

事後学習 
提供された事例におけるソーシャルワーク
実践のポイントをノートにまとめる。 

第２７回 

「総合的かつ包括的な相談援助における専門的機能」② 

 (新しいニーズへの対応 事例検討 独立型社会福祉

士の実践、スクールソーシャルワーカーによる総合支

援) 

事前学習 

最近の新しいソーシャルワークの事例につ

いて新聞記事等の資料を探しもってくるこ

と。教科書 pp.229～249 を読んでくること。 

事後学習 
提供された事例におけるソーシャルワーク
実践のポイントをノートにまとめる。 

第２８回 

「総合的かつ包括的な相談援助における専門的機能」③ 

 (権利擁護機能 事例検討 知的障害者施設における

権利擁護の実践) 

事前学習 

知的障害者の権利侵害に関する事例の資料

を探しもってくること。教科書 pp.250～269

を読んでくること。 

事後学習 
提供された事例におけるソーシャルワーク
実践のポイントをノートにまとめる。 

第２９回 
「総合的かつ包括的な相談援助における専門的機能」④ 

 (社会資源開発機能 事例検討 社会福祉協議会によ
事前学習 

市町村社会福祉協議会の機能と業務につい

て調べておくこと。教科書 pp.270～275 を読



 

 

る社会資源開発) んでくること。 

事後学習 
提供された事例におけるソーシャルワーク
実践のポイントをノートにまとめる。 

第３０回 
確認テスト レポート提出 

(これまでの講義内容のまとめを行う) 

事前学習 
これまで行われた確認テストのファイルを

もってくること。 

事後学習 

これまで行われた確認テストと教科書を通

じて理解が不十分な部分についてチェック
しノートにまとめること。 

  

 


